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練馬区在宅療養推進事業（令和３年度～令和５年度）
目標 高齢者等が在宅で安心して療養できる体制を構築する。

在宅療養推進事業

区民が在宅療養を知り、地

域で相談・支え合いができ

る環境の整備

専門職が安心して在宅療養

を推進できる環境の整備

新型コロナウイルス

感染症対策

区民への啓発

相談体制の充実

地域での支え合い

専門職のネットワークの充実

サービス提供体制の充実

コロナ禍における在宅療養

の推進

認知症医学講座の開催

在宅療養講演会の開催

在宅療養ガイドブックの増刷

認知症ガイドブックの改訂

地域包括支援センターの移転・増設

もの忘れ検診の実施

認知症専門病院との連携（アウトリーチ）

認知症専門相談事業の実施

摂食・えん下機能支援事業の実施

チームオレンジ活動の実施

介護なんでも電話相談の実施

介護学べるサロンの実施

介護相談・交流カフェの実施

在宅療養を支える地域活動のリスト化

医療連携・在宅医療サポートセンターの運営

必要に応じた各種ガイドライン等の情報共有

コロナ禍における多職種連携と情報共有に関する

事例の共有と事例集の作成

オンライン参加や動画配信などの検討と実施

【指標】

地域資源情報把握

医療・介護資源調査

死亡小票分析

高齢者基礎調査

評価・分析

事例検討会の開催

認知症事例検討会の開催
地域包括支援センターによる多職種連携の推進

多職種協働による地域ケア会議等の実施

ケアマネジャーの育成

ICT活用の促進

医療・介護連携シートの活用

在宅医療同行研修の実施

後方支援病床の確保

新
強

新

充実

新

新
新

医療・介護・消防（救急）との連携促進新
新

充実
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１医療・介護連携シートとは
～医療・介護関係者間の連携を促進～

• 練馬区の「医療・介護連携シート」は、医療・介護関係者間の連
携を促進する目的で、平成27年度から利用を開始した。高齢者本
人がおくすり手帳等とともに携帯する。関係者は、本人からシー
トを掲示されたときは、確認、記入をする。

• 薬局、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所で配布してい
る。薬局では、おくすり手帳と併せてカバーをつけ配布している。
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・相談窓口で案内しているほか、認知症ガイドブック、練馬区入退院連携ガイ
ドライン、高齢者の生活ガイドなど各種区民向け冊子にて周知している。

・練馬区薬剤師会、研修会、カフェで配布している。

周知・配布

地域包括支援センター等の感想・意見

・ケアマネジャーが病院への情報提供ツールとして活用。特に、独居や家族と
連絡が取れないときなど救急搬送など緊急時に救急隊、病院への情報提供に
利用する。

・包括の訪問支援員が訪問時、シートの案内をしている。また、近隣薬局を回
る時に、案内している。

・振り込め詐欺防止啓発シールをカバーに貼っている。色が黄色で見やすい。
・ACPなど記載項目を設けてはどうか。

２医療・介護連携シートの活用
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３医療・介護連携シートの活用
今後に向けて
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高齢者が在宅で安心して療養できる体制や専門職が安心して在宅療養
を推進できる環境の整備に向けて、医療・介護連携シートのさらなる
周知と利用促進につながる取組み、使用してみての感想などご意見を。

（事務局案）
医療・介護連携シートの活用を促進するためには、介護を受ける区
民がこのシートを利用できるようにしていくことが必要である。また、
本来、医療・介護関係者間の連携を促進することを目的としたもので
ある。そのため、継続的な周知と利用促進を図っていく。

（新規周知方法 案）
・区のホームページで医療・介護連携シートの使い方や配布場所を
掲載する。

・介護学べるサロンや介護相談・交流カフェなどの情報を掲載してい
るチラシに、医療・介護連携シートの情報も加え、区内介護事業所
へ月１回発信していく。


